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研究成果の概要（和文）：アフリカ半乾燥地特有の、激しい気候変動下で営まれてきた、農耕民のなりわいとその現代
的な特徴を考察することが本研究の目的であった。
3回の現地調査、および文献調査の結果、アフリカ、サハラ南縁の半乾燥地農耕民社会において、生業の多様化が進ん
でいることが明らかになった。生業の多様化とは、ヤギを中心とした家畜飼育、金鉱への出稼ぎ労働、乾季における小
規模な淡水漁労活動である。
中でも家畜飼育は、この地域の干ばつ傾向が始まった1970年代頃より導入され、その背景には干ばつに起因する牧畜民
の南下があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to investigate complex livelihood and its contemporary caracterist
ics under variable climatic conditions of African semi arid land.
As a result of field survey and literature search,diversification of livelihood was confirmed.Diversificat
ion livelihoods means mainly, introduction of animal feeding, wage earning by gold mining and fishery in d
ry season at ponds and seasonal rivers.
Intoroduction of animal feeding is a result of southward migration of pastoralists which had stared since 
1970s because of drought.
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１．研究開始当初の背景 
アフリカ、サハラ南縁半乾燥地は砂漠化の
影響がもっとも深刻な地域のひとつである
(UNEP1997)。砂漠化問題においては、過耕
作、過放牧、過伐採という 3点が人為的要因
として重要視される。こうした「行き過ぎた
人間活動」が引き起こす土地劣化が砂漠化で
あると一般的には理解され(UNCCD1994)、
それゆえ土地に与えるインパクトを抑制す
る、総合土地管理技術などの技術的対処が砂
漠化対処の重要な戦略となってきた。しかし
新技術の移転による砂漠化対処活動が成功
した例は稀で、地域の在来知の重要性が見直
されるようになった(UNCCD 2005)。 
他方、アフリカ乾燥地、半乾燥地の農耕社会、
牧畜社会、漁撈社会の生業と在来知に関する
多数の個別研究がなされてきた。これらの研
究の成果として、自然資源の利用と管理に対
する在来知の有効性が明らかにされてきた
が、人々の営みは砂漠化問題の中では、反対
に土地劣化を助長するものとして位置づけ
られてしまう。 
 
２．研究の目的 
砂漠化の深刻な影響下にあるアフリカ、サ
ハラ南縁の半乾燥地域では、穀物農業が人々
の生計を支える重要な手段である。しかし、
降雨量変動が大きいこの地域での穀物生産
量は非常に不安定なものであり、牧畜や乾季
の現金労働が穀物収穫の不安定性を補う重
要な手段となっている。ところが、これらの
営みは、砂漠化問題の中では、「過耕作」、「過
放牧」として重要な人為的要因という枠に閉
じ込められてしまう。本研究の目的は、人々
の複合的生業手段を「なりわい」の視点、す
なわち生業を定量的視点のみからではなく、
それを選択する個々の「生き方」を踏まえた
定性的視点を加えた両面からの考察を通じ
て人間活動と自然の関係を実証的に明らか
にすることにある。 
 
３．研究の方法 
本研究の調査地は、年雨量 300-800mm のサ
ハラ南縁半乾燥地域を主な現地調査対象地
とする。現地調査は平成 22 年度から 24 年度
にかけて 3回おこなう予定である。文献・資
料の調査も同時に進めていく。GIS 情報など
も可能な限り使用する。 
現地調査では、穀物農業、牧畜、現金労働
を中心におこなうが、調査地近辺でおこなわ
れるマメ類、野菜類栽培農業、漁撈について
も可能なかぎりデータを収集する。 
文献・資料調査では、アフリカ半乾燥地を
中心とする「なりわい」、水分環境、環境変
動に関する資料、歴史資料を中心に社会変動
を主に考察する。 
以上の調査によってサハラ南縁半乾燥地の
複合的「なりわい」およびその現代的特性を
解明できると考える。 
 

４．研究成果 
アフリカ半乾燥地特有の、激しい気候変動
下で営まれてきた、農耕民のなりわいとその
現代的な特徴を考察することが本研究の目
的であった。 
3 回の現地調査、および文献調査の結果、
アフリカ、サハラ南縁の半乾燥地農耕民社会
において、生業の多様化が進んでいることが
明らかになった。生業の多様化とは、ヤギを
中心とした家畜飼育、金鉱への出稼ぎ労働、
乾季における小規模な淡水漁労活動である。 
中でも家畜飼育は、この地域の干ばつ傾向が
始まった 1970 年代頃より導入され、その背
景には干ばつに起因する牧畜民の南下があ
ることが明らかになった。 
 また、かつて存在していた牧畜民との関係
は、最近 30－40 年でかなり希薄になったこ
とが明らかになった。その理由は、干ばつに
起因すると思われる牧畜民の南下をあげる
ことができる。それ以前はまれに家畜を保有
する農耕民は牧畜民に家畜を預託していた
が、牧畜民の南下によって、預託先の喪失し
たこと、干ばつによる牧畜民の家畜飼養頭数
の低下がその原因であると考えられる。 
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